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はじめに

金沢21世紀美術館（愛称：まるびぃ）が豊かな場所であるのは、美術館をお
もしろがってくれる人や自分の場所として大切にしてくれる人がいるからで

す。そのため「まちに活き、市民とつくる、参画交流型の美術館」をテーマに
まるびぃは様 な々形で地域の方 の々「自分の場所」となる活動を開いてい
ます。作品を深く鑑賞する体験、今までとは違う自分の発見、他の人との
関わりと学びなどその人次第でまるびぃは多彩な場となります。その鮮やか
な経験は人から人へと波紋のように広がり、まちをも豊かにしていくでしょう。

「まるびぃ みらいカフェ」はまるびぃを起点にワクワクする未来を語り、それを
自分たちで「つくる」場です。あらかじめ決められた役割や仕事があるわけ
ではありません。なにかと真剣に向き合う時間も、居心地の良い空間も、人
と人との気持ちのよい関係性も、自ら作ることができるものです。この「みら
いカフェだより#3」ではまるびぃに集うメンバーが街や美術館を知り、自ら
考え、どのような場を「つくった」のかを紹介します。まちの中心にあり、様々
な価値観を提示する作品のある場所だからこそ生まれる、ワクワクやドキド
キ。このたよりを手に取ったあなたと、次の「みらい」を芽吹かせることができ
たら嬉しいです。（森絵里花）

はじめに

ハーブ農園ペザン代表・澤邉友彦インタビュー

ハーブと育てる新しい「みらい」

まるびぃの小さな畑から

まるびぃを探検しよう!1

まるびぃ百景

まるびぃを探検しよう!2

まるびぃ夕刻リサーチ

活動紹介

みらいカフェメンバーが
来館者たちと過ごした時間

現代美術家・眞壁陸二インタビュー

金沢から広げるアートの未来

「哲学カフェ」で考えてみた

みらいカフェってどんなところ？
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「まるびぃ みらいカフェ」は
まるびぃ（金沢21世紀美術館の愛称）と金沢の街の
より良い「未来」について考える人々が集まる、
場所や活動の総称です。
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澤
邉
さ
ん
に
と
っ
て
の
ハ
ー
ブ

…
…
…
…
…

　

僕
の
定
義
で
は
、「
植
物
」と
書
い
て「
ハ
ー
ブ
」

と
読
み
ま
す
。
極
端
な
話
、僕
ら
が
触
っ
た
も
の

は
全
部
ハ
ー
ブ
に
な
る（
と
言
っ
て
も
い
い
）。ハ
ー
ブ

の
良
い
と
こ
ろ
は
、
食
べ
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
病

気
の
ケ
ア
に
も
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
も
、ア
ー
ト
に

も
、い
ろ
ん
な
用
途
が
あ
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

野
菜
で
あ
っ
て
も
、「
食
べ
る
」
以
外
の
視
点
を

持
っ
た
瞬
間
に
そ
れ
は
ハ
ー
ブ
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、レ
ン
コ
ン
っ
て
食
べ
物
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
レ
ン
コ
ン
の
ハ
ス
の
花
を
飾
り
に
使
っ
た
り
、リ
ー

ス
作
り
に
使
う
の
が
僕
ら
の
や
り
方
で
、そ
う

し
た
瞬
間
、レ
ン
コ
ン
は
ハ
ー
ブ
に
な
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
っ
て
日
本
語
で
は
日
本
人
が
分
か
り
や

す
い
よ
う
に「
香
草
・
薬
草
」
と
訳
し
た
り
し
ま

す
が
、元
々
の
ラ
テ
ン
語
で
は
、単
純
に「
草
」っ
て

い
う
意
味
な
ん
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、「
ハ
ー
ブ
＝

薬
草
」と
い
う
固
定
観
念
を
変
え
て
、僕
ら
は
違

う
使
い
方
を
し
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
意
味
付
け

を
で
き
る
草
が
僕
に
と
っ
て
の「
ハ
ー
ブ
」
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、ハ
ー
ブ
っ
て
魔
法
み
た
い
な
言

葉
で
す
よ
ね
。

固
定
観
念
を
壊
す

…
…
…
…
…

　

僕
は
固
定
観
念
が
一
番
の
悪
で
、そ
れ
を
ど

う
壊
す
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
例

え
ば
、本
屋
に
行
っ
て
も
、つ
い
自
分
の
気
に
な
る

こ
と
の
本
に
目
が
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う

で
は
な
く
て
、自
分
の
関
心
と
は
全
く
違
う
、誰

か
が
選
ん
だ
本
を
手
に
取
る
こ
と
を
意
図
的
に

し
ま
す
。つ
い
自
分
が
好
き
と
い
う
だ
け
で
選
ん

で
し
ま
う
、と
い
う
こ
と
を
な
る
べ
く
な
く
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
も
同
じ
で
、固
定
観
念

が
あ
る
と
、相
手
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
僕
の
想
い
だ
け
で
や
っ
て
も
自
己

満
足
で
終
わ
り
か
ね
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
大
事

な
の
は
自
分
と
関
わ
る
仕
事
仲
間
や
お
客
さ
ん

と
の
関
係
性
な
の
で
、な
る
べ
く
広
い
視
点
で
見

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
細
分
化
し
て
い
く
の
で

は
な
く
、大
き
く
、大
き
く
。こ
う
い
う
美
術
館

（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
）の
よ
う
な「
分
か
ら
な
い

も
の
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
に
く
る
の
も
、

考
え
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
展
覧
会
で
も
、最
初
に
一
通
り
全
体
を
見

る
ん
で
す
。
最
後
に
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
も
う

会
社
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た

き
っ
か
け

…
…
…
…
…

　

ペ
ザ
ン
に
来
る
ま
で
は
愛
知
県
で
一
般
的
な

農
業
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

か
け
で
石
川
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
、ペ
ザ

ン
に
は
3
年
く
ら
い
前
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の

業
界
に
入
っ
て
農
業
の
面
白
さ
を
感
じ
る
一
方

で
、そ
れ
ま
で
は
人
と
触
れ
合
う
機
会
を
自
分

自
身
で
作
る
よ
う
に
や
っ
て
き
た
の
で
、独
り
畑

に
ぽ
つ
ん
と
や
っ
て
い
る
の
も
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
野
菜
を
作
っ
て
い
て
も
、こ
れ
は
誰
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
一
昨
年
の
4
月
、う
ち
の
農
園

と
福
祉
事
業
所
と
で
連
携
を
始
め
て
、人
と
触

れ
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
け
る
農
業
に
手
応
え
を

感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
自
分
の
取
り
組
み
が

一
本
の
線
と
し
て
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
し
い
方
向
性
に
進
む
こ
と
と
、ペ
ザ

ン
を
作
っ
た
前
代
表
か
ら
引
き
継
ぐ
時
期
が
重

な
っ
て
、ポ
タ
ジ
ェ
と
い
う
会
社
組
織
を
作
っ
て
、ペ

ザ
ン
を
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

左右図̶̶メンバーがハーブ農園ペザンを訪れるとハーブティーでもてなしてくれました
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 farm
 Paysan Interview

金沢21世紀美術館の敷地には、
まるびぃ みらいカフェの
始まりとともに誕生した小さな畑、
「まるびぃみらい畑」があります。
2017年春、みらいカフェメンバーとの
ご縁でハーブの苗を提供してくださったのが、
河北潟から自然栽培のハーブ文化を
発信している「ハーブ農園ペザン」でした。
今回は、ハーブ農園ペザンを
運営している株式会社ポタジェの
代表取締役社長、澤邉友彦さんに
インタビューしました。

聞き手：大辻尚美／小川裕生／齊田かおり
編集：小川裕生｜写真：齊田かおり

ハーブ農園ペザン代表・
澤邉友彦インタビュー

ハーブと育てる
新しい「みらい」



一
回
見
て「
な
ん
で
気
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
」っ

て
考
え
る
。
そ
う
や
っ
て
な
る
べ
く
自
分
の
固
定

観
念
を
取
り
払
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す

ね
。
毎
日
新
し
い
世
界
を
見
た
い
ん
で
す
よ
。

澤
邉
さ
ん
が
考
え
る
北
陸
の「
み
ら
い
」 

…
…
…
…
…

　

優
雅
な
北
陸
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。
せ
っ
か

く
四
季
が
豊
か
な
地
域
で
す
か
ら
。
雪
が
ひ
ど

い
時
期
は
無
理
に
外
で
作
業
を
す
る
の
で
は
な

く
、家
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り
し
た
り
冬
を
楽
し
む

と
か
。
僕
は
職
を
二
、三
個
持
っ
て
季
節
で
変
え

る
く
ら
い
の
働
き
方
が
北
陸
ら
し
く
て
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
り
に
食
べ
て

い
け
る
の
が
北
陸
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
親
戚

を
た
ど
れ
ば
誰
か
家
庭
菜
園
を
や
っ
て
い
る
人

が
い
た
り
す
る
の
で
、食
べ
物
を
分
け
て
も
ら
う

と
か
。
そ
う
い
う
付
き
合
い
を
上
手
に
し
て
お
き

な
が
ら
、自
分
の
仕
事
を
一
個
ず
つ
増
や
し
て
み

る
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
よ
り
も
、キ
ャ
リ
ア
ス
ラ
イ

ド
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
起
き
た
こ
と

が
重
な
り
あ
っ
て
違
う
共
振
が
生
ま
れ
て
い
く
。

僕
は
そ
う
い
う
の
が
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

澤邉友彦｜Tomohiko Sawabe
……………

1987年石川県生まれ。
2017年に株式会社ポタジェを設立。
学生時代のバックパッカーの経験を通して、
東南アジアで貧困や差別などの社会問題を目の当たりにし、
世界中どこでもできる農業に解決の糸口を模索中。

「自分たちの手で作り、見守り育てる場」の
象徴、まるびぃみらい畑。
水やりや手入れをしていると、
通りがかった方と自然と
お話が始まることもしばしば。
今年も春夏秋冬、
様々な表情を見せてくれました。

「まるびぃみらい畑の成長を
来館者とともに見守りたい」と
インスタグラムのハッシュタグを考え、
みらい畑の看板に載せました。

#まるびぃみらい畑
#mirai_hatake_21
をチェック！

1.ちゃんと芽がでますように
2.朝日に輝く朝顔とともに
3.綿の実がはじけ、藍の種がこぼれる季節
4.寒い冬を乗り越えるパンジーたち

1

2

3

4
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まるびぃの
小さな畑から
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美術館によく足を運ぶ、
みらいカフェメンバー。
「美術館でこんな発見があった！」
「楽しさを他の人と分かち合いたい」
という想いから生まれた活動から
「まるびぃ百景」と
「まるびぃ夕刻リサーチ」を
紹介します。

まるびぃを
探検しよう！

A�C
TIVITIES

W
ITH

VISITO
R

S

A�C
TIVITIES

W
ITH

VISITO
R

S

10
0

scenes

みらいカフェメンバーが美術館で発見した
「ちょっと素敵なすごし方」を紹介します。「ま
るびぃ百景」は金沢の街を観察・調査した「パ
ブリックライフ学in金沢」（日本・デンマーク外交
関係樹立150周年記念展「日々の生活ー気づきの

しるし」内で展示）に着想を得て考案されまし
た。暮らしやすい街づくりのため、公共空間
での人々のすごし方に着目した展示を見ると、
まるびぃの様々なすごし方が見えてきました。

まるびぃ百景

009 008



Reserch
ジェームズ・タレル
 《ブルー・プラネット・スカイ》
（タレルの部屋）

アニッシュ・カプーア
 《L'Origine du monde》

（カプーアの部屋）

マイケル・リン
 《市民ギャラリー
2004.10.09-2005.03.21》
（マイケル・リンの壁）
・2018年3月現在展示していません

オラファー・エリアソン
 《カラー・アクティヴィティ・ハウス》

M
ichael Lin

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

ま
と
め

3

作品を鑑賞して、気づい
たことを各自で書き出す。

Credit

pic.2｜©Anish KAPOOR

pic.3｜©Michael LIN

撮影：中道淳／ナカサアンドパートナーズ
pic.4｜©2010 Olafur Eliasson｜撮影：木奥惠三
イラスト｜岡田優太

気づいたことについて
共有する。

みんなの気づきをふまえ、
再度作品を観察する。

集合して意見をまとめ、
紹介フレーズを考える。

好きも嫌いも、無言もOK。
オリジナルの感じ方で作品を見ることで、
会話が深まり作品も深まる時間です。

「まるびぃリサーチ」のおもしろさとは？

4

4
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1

1

和
ん
で
揺
れ
る

PLAY

空
間

紹
介
フ
レ
ー
ズ O

lafur Eliasson

・和の色や柄で描かれた花だけど、
 洋風っぽくも南国っぽくも感じる
・草花だけでなく、空色で空も表現している？
・天井に絵が写り込んでさらに上へと
 続いているように見える
・壁・椅子・集まる人を含めた空間すべてが
 作品になっている

・3つの色、3色の光、3つの半円、高さ約3ｍ
・扇風機、台風、ケーキのバラみたい
・ 迷路、三叉路、ラウンドアバウトに似ている
・日中はカラフルな色が「パッと」目に入る
 ランドマーク的で夜に玉が光ると全く違った印象、
 風も音も入ってこない。なるほど、家（ハウス）の
 中みたい

マイケル・リンの壁を観察して気づいたこと
《カラー・アクティヴィティ・ハウス》を
 観察して気づいたこと

紹
介
フ
レ
ー
ズ

3
色
の
光
が
包
む
家

4

・黒い穴に対する角度で形が違って見える
・無重力的
・都会的
・逆パワースポット（吸い込まれそう）
・黒い穴はどうやって作られる？何色？
・黒い穴からジェットコースターが出てきそう

館内マップ

総合案内

Jam
es Turrell

Anish K
apoor

地
球
の
空in

金
沢

タレルの部屋を観察して気づいたこと カプーアの部屋を観察して気づいたこと

紹
介
フ
レ
ー
ズ

紹
介
フ
レ
ー
ズ

光
の
0
地
点
、

限
り
な
く

黒
に
近
い
ブ
ル
ー

・明るいのに暗い感じ
・素材が石でつめたいはずなのにあたたかみがある
・圧迫感が出そうなつくりの部屋なのに、
 空があることで開放感が生まれるのが不思議
・まるで枡形門みたい
・味に例えるなら…さっぱりレモンを浮かべた水 1 2 本

多
通
り
口

柿木畠口

市
役
所
口

広坂口

み
ん
な
も

や
っ
て
み
て
ね

pi
c.

2

pi
c.

3

pi
c.

4

リサーチした作品

どうやったの?

どんなことを見つけた？ まるびぃ夕刻リサーチ
みらいカフェメンバーが恒久展示作品をグループで鑑賞する

ど
ん
な
空
が

見
え
る
か
な
？

リサーチ時イメージ

011 010



みらいカフェ
メンバーが
来館者たちと
過ごした時間
「こんな美術館になるといいな」と
未来を考え、ワクワク、ドキドキする
時間を作るまるびぃみらいカフェ。
「大茶会」と呼ばれる定例会、
メンバーでの話し合いや
トライアルなどを重ねて、
2017年度に実現した活動を
紹介します。 A�C

TIVITIES
W

ITH
VISITO

R
S

メンバーの感想

「コレクション展1 PLAY」に出品された牛島均
さんの作品。直径2.2mの黄色い玉はコロコ
ロと転がり、ぱかっと半分や4分の1に割るこ
とができます。「玉ちゃん」とあだ名をつけ、
転がる先で人々の集う場所を作りました。展
覧会名のPLAYさながら、キュレーターとメン
バーと来館者とで玉ちゃんと遊びます。

「大茶会」と呼ばれる毎月の定例会や、メ
ンバーがそれぞれに開くミーティングにより
活動が進みます。大茶会はキッズスタジオ
やメディアラボで行われ、話し合いやワー
クショップを行います。メンバーは美術館の
「サポートスタッフ室」を予約して使用する
ことができ、自由にミーティングを開けます。

黄色くてまるっとしたたまちゃん
といっぱい遊んだ夏はとても楽し
かったです。中に入ってぶら下がっ
てみたり、子どもたちと一緒に美
術館の周りを転がしてみたり。美
術作品というより、昔公園にあった
ぐるぐる回転する遊具みたいで、
童心に帰った気がしました。
（今井攻）

光庭ではハンモックのように楽しみます

活動日時：
2017/5/28, 6/3, 6/9, 7/8, 7/16

牛島均
《ころがるさきの玉 ころがる玉のさき》
2008 金沢21世紀美術館蔵

廊下をころころ転がします 外の広場では子どもの遊び場に

サポートスタッフ室でのミーティング

キッズスタジオでの大茶会の様子

013

「コレクション展1 PLAY」と
共に

ワクワクを考える作戦会議

玉ちゃんと
遊ぼう

大茶会と
ミーティング

012
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オトナゲナイ
スタジオ
ねんど? ねんど。ねんど!

オトナスタジオVol.8オトナスタジオVol.9

うら坂
出逢いさんぽ

美術館の敷地にも実は坂が！

犀川から少しいくと蛤坂に 名付けて坂道メジャー

美術館の周りを散策し、新しい発見から美
術館や金沢を再認識するプログラム。今回は
「坂」に着目しました。フラットに見える美術
館にも坂はあるのか？とお手製の傾斜測定
器を片手に美術館の敷地を探検した後は、
街なかの坂を巡りました。無名の坂に名前を
つけると一気に愛着がわきます。

大人も気軽にモノに触れたり表現しよう！と
メンバーが企画する「オトナスタジオ」シリー
ズ。無邪気に創作活動をできたらとメンバー
が陶芸作家の中村基克先生をお招きし、実
現しました。手や足など全身を使って粘土と
たわむれた後、体のある部分を使って型をと
り、お椀を作りました。

美術館を起点に、坂道にスポットを
当ててうら道を通って寺町まで歩
きました。参加者の方たちとお話
をしながら歩くと、知っているはず
の金沢の町並みも新鮮に見えまし
た。最後に、途中で撮った集合写
真を記念にお配りすると、喜んでも
らえました。（村井淑子）

ねんどを丸めたりこねたり、踏み潰
したり投げつけたり。初対面の方
ばかりなのに、気さくに話し、楽し
みながら久々のねんど遊びをしま
した。そして最後には作った作品
を眺めながら、みんなでお茶会を
したのが良い思い出です。（当時は
参加者でした!）（西野加央瑠）

実はお椀の形は...?

素足でねんどの感触を味わいます たたいて伸ばす!

活動日時：
2017/4/15 活動日時：2017/3/25

015 014
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一目惚れ的書評大会

ちょっとおしゃれな
新しい出会い

オトナスタジオVol.11 オトナスタジオVol.１０

出会って
ビブリオ

 トワイライト
 トーク
inまるびぃ

最後は他の人の選んだ本を手にとり歓談の場に この時はレクチャーホールの裏にも作品が！
（「コレクション展２死なない命」より）
粟津潔《H²OEARTHMAN》1993 金沢21世紀美術館蔵

選んだ理由を聞くと、その本にも興味が湧きます 館内で見つけた光景について話します

アートライブラリーでは参加者それぞれが本を選びます いつも見ているこの椅子も、夜だと少し違う雰囲気

本が好きなメンバーが考えた、アートライブ
ラリーの魅力を知るきっかけとなるプログラ
ム。参加者は美術や建築、デザインやファッ
ションなど国内外の資料をそろえるアートラ
イブラリーで「一目惚れ的」に本を選んだ
後、互いに選んだ一冊を紹介することで新し
い本との出会いの時間が生まれます。

夕暮れ時の落ち着いた館内を、グループで
ゆったりと巡ります。建築や恒久展示作品、
館内の素敵なデザインの椅子を味わい、お
しゃべりやお気に入りスポットの撮影など
を楽しんだ後は、館内のカフェレストラン
fusion21で親睦を深めました。

「もっとアートライブラリーのことを
知ってもらいたい」という思いから
このイベントを企画しました。いき
なりの発表に緊張していた参加者
の方も、気に入った本について話
すうちに空気がほぐれていきまし
た。このイベントで初めてアートラ
イブラリーに入った方から「また来
たい」と言っていただけたのが特
に嬉しかったです。（八十嶋努）

美術館の夕暮れ、黄昏る時間。参
加者とカフェメンバーの笑い声、
しゃべり声、そして笑顔であふれ、
とても温かく楽しい時間になりまし
た。居心地のいい中でグラスを傾
けながらのおしゃべりはワルツ♪の
音色みたいで見守り係だったけど
思わずその中に。みらいカフェで
一番嬉しい一時でした。（小野純子）

活動日時：
2018/1/14

活動日時：
2017/11/3

017 016
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ラジオ体操

まさに「公園のような美術館」です

大学生と作るなぞなぞツアー 日曜の朝はまるびぃで

まるびぃの遊び方

金沢大学の有志の学生によるグループ
「アート田

だ
ツナ子」が、大学の新入生に美

術館は楽しい所だと知ってもらいたいとメン
バーとともに企画。作品をじっくり見られるよ
うな、なぞなぞを考え、当日はその答えを参
加者と考えながら恒久展示作品を中心にめ
ぐり、感想を共有しました。

敷居を低く、間口は広く様々な方に美術館を
身近に触れるきっかけになればとラジオ体
操を発案しました。10月までの毎週日曜の朝
6時半から行いました。体を動かした後は「ま
るびぃ みらい畑」のお世話をして植物の成
長に季節を感じることも。地元の方も、観光
の方も、老若男女が参加できる気軽さがポイ
ントです。

みらいカフェが何かもわからない
頃、アート田ツナ子とのコラボ企
画を行いました。しかも、みらいカ
フェとツナ子、美術館、参加者の三
者を繋ぐ企画。和やかな雰囲気を
作るために何度も企画出しをしま
した。不思議と大変だと思ったこと
は一度もなく、むしろ企画が具体
的になる様子にワクワクしました。
（鈴木彩可）

可愛い5歳と3歳の兄妹と出会った
日は、お兄ちゃんのお誕生日。即
席でみらい畑のお花で花束を作り
プレゼント！犬の散歩している方
がいつも足をとめてくれたり、旅行
者の方など色々な方達と出会えて
良かった!（荒川由紀子）

いつもの作品も、初対面の人と見ると新しい発見も？

みらい畑を紹介、観察してみます

最後にどんなものを見て来たか、ふりかえります

活動日時：2017/7/17 活動日時：2017/5/21̶10/22までの毎週日曜6:30̶

019 018
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3.ラジオ体操しませんか？：毎週日
曜のラジオ体操をこの日は昼間に
行いました

4.チョキチョキ ハリハリ ならべ歌：
期限切れのフライヤーから文字を
抜いて、短歌を作って遊びました

5.まるびぃ百景：まるびぃでのちょっ
と素敵なすごし方を紹介！

オープンまるびぃ2017 朝も夜も美術館

市民美術の日のスペシャルコーナー

ちょっとよってかんけ「みらいカフェ」

「市民美術の日*」に合わせて美術館全体で
ワークショップ、美術館スタッフによる特別
企画など、いつも以上に開かれた美術館と
なる「オープンまるびぃ2017 朝も夜も美術
館」。まるびぃみらいカフェは交流ゾーンの
情報ラウンジを拠点に、来館者とともに美術
館をさらに楽しめるような企画を行いました。

1.まるびぃ案内inオープンまるびぃ：
美術館や作品についておしゃべり
をしながら見てまわるプログラム

2.ぐるっとまわって あなたもフォトグ
ラファー：#ぐるフォト というハッシュ
タグをつけた写真をディスプレイ

1

2

3

4

5

通りかかる来館者の方たちに声掛
けして参加してもらいました。使う
のは、フライヤー、ハサミと糊。柔
軟な発想でフライヤーとにらめっ
こ。戸惑い顔から，いきいきした顔
に変化していく人たちの傍で、私も
楽しかったです。（村井淑子）

美術館を訪れた人の「何だろう？」
の疑問に寄りそい、会話を交わすこ
とで美術館や美術館の作品の魅力
を来館者の方と一緒に発見し楽し
む時間を過ごせたら素敵だなとの
想いで「まるびぃ案内inオープンま
るびぃ」を企画しました。「まるびぃ
百景」のカードも大活躍!（大辻尚美）

*金沢市民が美術館主催の展覧会
を無料で鑑賞できる日です。無料
鑑賞には運転免許証等の本人確
認書類が必要です。

活動日時： 2017/10/14

021 020
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まるびぃ案内
金沢21世紀美術館へようこそ!まるびぃでしゃべろう

ちょっとカフェ

総合案内の前で、お客様の質問に答えますお天気のいい日は広場でゆったり

来館者の方や美術館の他のプログラムで活
動する方、通りがかるスタッフなど様々な人
が気軽に会話ができるような場を開きまし
た。簡単な工作をしながらみらい畑で取れ
た朝顔の種をおすそわけしたり、金沢市民
が無料でコレクション展を見られる「美術奨
励の日」をご案内したり、コミュニケーション
が生まれます。

美術館が好きなメンバーだからこそ、もっ
と来館者とともに美術館の魅力を見つけた
い、笑顔と笑顔の出会いが生まれるといい
なと始まった活動。展覧会のチケットはどこ
で買えるの？本で見たあの作品はどこだろ
う？そんな来館者の声をメンバーが聞きな
がら、美術館での時間を楽しめるよう、案内
しています。

お客さまと、美術館に携わる人た
ちが気軽に交流できる場があった
ら…☆と始まったこの企画。小学
生からご年輩の方まで、全国から
のお客さまがたくさん立ち寄ってく
ださって、会話と笑顔が生まれる場
所になっていました。人との出会い
も、美術館のたのしみのひとつに
なったら素敵だな…と思っていま
す。（齊田かおり）

自分の好きな作品のことをお伝えして「お時間
があったら観てくださいね」とお話した方が、帰
り際に「勧めてもらって本当に良かった。有難
う」と言いに来て下さった時は嬉しかった！
（荒川由紀子）

まるびぃ案内で一番ドキドキするのが外国のお
客様の対応です。わからないなりに「ドゥユー
ニードイングリッシュガイド？」と英語版の館内
マップを差し出し「アリガト」と笑顔が返ってく
ると嬉しい気持ちになります。（八十嶋努）

活動日時：2017/11/11̶第2土曜の午前中 活動日時：祝日や第2土曜を中心に毎月2日程度

023 022
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Rikuji Makabe Interview金沢から広げる
アートの未来
みらいカフェメンバーの一人が眞壁
陸二さんの作品を初めて見たのは
瀬戸内国際芸術祭。その後、金沢の
街で、ひょんなことからアーティスト
本人と知り合うことに。他のメンバ
ーも交えてアトリエ訪問等を通じて
交流を深めてきました。作品はもとよ
り、その人柄にもファンが多い眞壁
さん。アートへの熱い思いがギュッと
詰まったお話をお楽しみください。

聞き手：荒川由紀子／齊田かおり／神保玲子／千田直子
編集：神保玲子｜アトリエ内とポートレイト写真：齊田かおり
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現代美術家・
眞壁陸二インタビュー

金
沢
に
戻
っ
て
き
た
き
っ
か
け

…
…
…
…
…

　

高
校
ま
で
金
沢
で
育
ち
ま
し
た
が
、大
学
は

東
京
の
美
大
に
行
き
ま
し
た
。
当
時
の
金
沢
は
、

18
歳
の
若
者
に
と
っ
て
、非
常
に
保
守
的
に
見
え

た
の
と
、工
芸
色
が
強
す
ぎ
る
印
象
で
。
僕
が

や
り
た
か
っ
た
の
は
現
代
絵
画
で
あ
り
、
現
代

美
術
だ
っ
た
。

　

金
沢
に
戻
っ
て
き
た
の
は
2
0
1
1
年
で
す
。

前
年
の
2
0
1
0
年
に
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

（
以
下
、瀬
戸
芸
）に
参
加
し
た
こ
と
で
、過
疎
と

呼
ば
れ
て
い
る
地
域
で
も
、ア
イ
デ
ア
が
面
白
け

れ
ば
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
た
ん
で
す
。
ま
た
、当
時
は
神
奈
川
県

茅
ヶ
崎
市
に
10
年
以
上
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
て
。
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
自
分
に
子
供
が
生
ま
れ
、子
供
を
育
て
る

場
所
の
選
択
肢
の
一
つ
に
地
元
で
あ
る
金
沢
が

浮
上
し
、戻
っ
て
く
る
決
意
を
し
た
ん
で
す
。

　

金
沢
を
飛
び
出
し
た
当
時
と
決
定
的
に
違
う

こ
と
は
、金
沢
21
世
紀
美
術
館（
以
下
、21
美
）が

で
き
た
こ
と
で
す
。
21
美
は
日
本
で
3
本
の
指

に
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
素
敵
な
美
術
館

で
入
場
者
も
多
い
。
今
だ
っ
た
ら
金
沢
に
戻
っ
て

き
て
、自
分
が
活
躍
で
き
る
土
壌
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
甘
い
期
待
を
し
ま
し
た（
笑
）。

 

戻
っ
て
き
た
金
沢
は
、い
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、変

わ
っ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
で
、思
っ
て
い
た
以
上

に
は
現
代
美
術
が
市
民
に
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
。
た
だ
、金
沢
は
、コ
ン
パ
ク
ト
で
過
ご
し
や
す

く
て
。
図
書
館
や
身
近
な
学
芸
員
の
存
在
だ
っ

た
り
、ア
ト
リ
エ
な
ど
も
含
め
て
、東
京
に
は
な
い

環
境
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

…
…
…
…
…

　

2
0
1
2
年
に
は
、21
美
で
展
覧
会
を
見
る

だ
け
で
な
く
、内
側
か
ら
協
力
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ク
ル
ー
ズ（
注
）の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
は
現
代

美
術
を
小
学
校
4
年
生
で
見
る
経
験
を
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
し
、そ
う
し
た
経
験
を
し
た
子
ど

も
た
ち
が
将
来
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
、す
ご
く

興
味
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
出
会
い
を
僕
が
ガ

イ
ド
す
れ
ば
面
白
い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
行
っ
た
の
だ
け
ど
、む
し
ろ
こ
ち
ら
が

注
̶
̶
金
沢
市
内
で
学
ぶ
小
学
4
年
生
を
学
校
単

位
で
招
待
す
る
作
品
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
子
ど
も
た

ち
が
現
代
ア
ー
ト
の
多
様
な
表
現
に
触
れ
て「
感
じ

る
心
」を
養
い
、地
元
の
美
術
館
に
慣
れ
親
し
む
こ
と

が
ね
ら
い
。
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
ク
ル
ー

ズ
・
ク
ル
ー
」は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
な
が
ら
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
見
て
ま
わ
り
、そ
の
後
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
美
術
館
を
散
策
す
る
。

上図̶̶アトリエ内の様子
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す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
自
分
の
こ
と
を
作
り
手
と
し
か

考
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
け
ど
、鑑
賞
者
と
し
て

美
術
館
で
過
ご
し
て
み
て
、作
品
を
ど
の
よ
う
に

作
っ
た
ら
、人
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
勉
強
に

な
っ
た
。
美
術
の
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
人

た
ち
の
前
に
現
代
美
術
が
現
れ
た
と
き
に
、
ど

の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
か
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
す
ご
く
面
白
い
経
験
に
な
っ
た
か
な
。

　

ア
ー
ト
は
ア
ー
ト
の
専
門
家
が
見
る
よ
う
な
構

造
が
自
然
と
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
限
り
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
は
増
え

な
い
。
日
本
に
は
1
万
人
し
か
現
代
ア
ー
ト
フ
ァ

ン
は
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、瀬
戸
芸
や
21

美
に
だ
っ
て
圧
倒
的
な
数
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い

る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に「
ま
た
来
た
い
。
現
代

美
術
は
面
白
か
っ
た
」と
思
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

れ
ば
、う
ま
く
い
け
ば
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
が
増
え
、そ

の
後
に
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ア
ー
ト
を
買
っ
て
く
れ
る

人
も
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
、作
り
手
で

あ
る
と
同
時
に
、ア
ー
ト
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
発
信
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左
図
̶
̶
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭2016 

本
島 「
咸
臨
の
家
」（
外
観
）

　
　
　
　

撮
影
：
奥
祐
司
｜Y

uji O
ku

　

こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、作
品
制
作
に
お
い

て
、
あ
ま
り
個
人
の
個
性
を
前
面
に
押
し
出
さ

な
く
な
っ
た
。「
俺
が
俺
が
」
と
い
う
作
品
作
り

よ
り
も
、見
る
人
が
も
っ
と
気
持
ち
よ
く
な
る
方

法
を
探
し
た
り
、素
材
を
見
つ
け
た
り
、鑑
賞
者

の
気
持
ち
や
、そ
の
土
地
の
要
素
か
ら
す
く
い
出

そ
う
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
思
う
。

日
本
の
美
術
教
育
に
思
う
こ
と

…
…
…
…
…

　

僕
が
日
本
の
美
術
教
育
で
一
番
駄
目
だ
と

思
っ
て
い
る
の
は
鑑
賞
教
育
が
足
り
な
い
こ
と
。

自
分
が
作
る
こ
と
で
満
足
す
る
人
は
多
い
の
だ

け
ど
、
美
術
館
に
行
っ
て
も
作
品
の
見
方
が
分

か
ら
な
い
。「
こ
れ
は
有
名
な
人
の
作
品
だ
か
ら

良
い
に
違
い
な
い
」
と
他
人
の
評
価
を
鵜
呑
み

に
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
眼
で
判
断
す
る
に
は「
見
る
」と
い
う
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
。
た
く

さ
ん
見
る
か
ら
こ
そ
、様
々
な
価
値
観
が
入
っ
て

く
る
し
、そ
の
中
で
批
評
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば

い
い
。
本
当
に
好
き
な
ら
ば
、
も
っ
と
勉
強
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、自

分
が
作
り
手
で
あ
れ
ば
、作
り
手
で
あ
る
前
に

ア
ー
ト
フ
ァ
ン
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。ア
ー
ト
フ
ァ
ン
で

な
い
と
、基
準
が
で
き
ず
、自
分
が
作
っ
た
も
の

が
ど
の
ぐ
ら
い
の
ク
オ
リ
テ
ィ
な
の
か
、レ
ベ
ル
な

の
か
、判
断
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

作
品
ス
タ
イ
ル
と
伝
え
た
い
こ
と

…
…
…
…
…

　

僕
の
作
品
は
、一
言
で
言
う
な
れ
ば
、小
さ
な

断
片
が
集
ま
っ
て
大
き
な
世
界
や
画
面
を
作
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、僕
が
世
界
を
そ

う
い
う
風
に
見
て
い
る
か
ら
で
す
。
小
さ
な
一
つ

の
ピ
ー
ス
は
一
つ
の
社
会
だ
と
僕
は
捉
え
て
い
て
。

社
会
の
一
番
小
さ
な
単
位
は
た
ぶ
ん
家
族
な

ん
で
す
。
隣
の
家
族
と
う
ち
の
家
族
は
微
妙
に

ル
ー
ル
が
違
う
で
し
ょ
。
そ
の
つ
み
重
ね
が
文
化

に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
面
白
い
。ア
ー
ト
の
役
割

は
、僕
は
多
様
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な

考
え
方
の
人
が
い
て
、色
々
な
意
見
が
あ
っ
て
よ

い
。ア
ー
ト
は
そ
れ
に
気
が
つ
く
た
め
の
き
っ
か
け

に
な
る
。

左右図̶̶アトリエ内の様子
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芸
術
祭
に
は
、地
元
を
仲
良
く
さ
せ
る
魔
法
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
と
最
近
は
感
じ
て

い
ま
す
。

未
来
に
目
指
す
こ
と

…
…
…
…
…

　

僕
の
や
り
た
い
こ
と
は
基
本
的
に
は
絵
な
ん

で
す
。
最
初
は
手
に
持
て
る
ぐ
ら
い
の
四
角
い
も

の
が
絵
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
は
、建

物
空
間
全
体
を
絵
画
空
間
で
満
た
せ
ば
絵
の

中
に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。こ
れ
は
新
し
い
試
み
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
全
然
違
っ
た
文
化
の
中
で
展
開
し
て
い

き
た
い
。
今
ま
で
は
芸
術
祭
が
自
分
の
活
躍
の

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
美
術
館
で

も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
番

の
目
標
は
ベ
ネ
チ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
参
加
す
る

こ
と
、そ
し
て
21
美
の
屋
外
に
僕
の
作
品
が
置
か

れ
る
こ
と
か
な
。

眞壁陸二｜Rikuji Makabe
現代美術家
……………

1971年金沢市生まれ。
多摩美術大学絵画学科油画専攻卒業。
卒業後 予備校講師 ―多摩美術大学油画科助手を経て

神奈川県茅ヶ崎市で実験的現代美術スタジオ

ebakam art studio設立

絵画の歴史を西洋 ―東洋 ―中東と分析し

現代絵画を研究する。
2010年に瀬戸内国際芸術祭に

参加した事をきっかけに日本各地の芸術祭に参加。
国内外の公共施設、ホテル、美術館など
コミッションワークを手がける。
設置する場所のリサーチに基づき 

その土地に最も相応しいと思われる

サイトスペシフィックな作品を作っている。
2011年から金沢に活動の拠点を戻し制作をおこなっている。
2017年 奥能登国際芸術祭スズには「青い舟小屋」で参加。

奥
能
登
芸
術
祭
の
参
加
に
つ
い
て

…
…
…
…
…

　

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
が
石
川
県
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、「
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
地
元
だ
し
、
使
命

感
み
た
い
な
も
の
も
あ
っ
た
か
な
。
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
石
川
県
を
も
っ
と
ア
ー
ト
で
活
気
づ
か

せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

金
沢
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
珠
洲
に
行
っ

て
ほ
し
い
な
と
思
っ
た
の
ね
。
能
登
の
自
然
や
文

化
を
体
感
し
な
が
ら
、
た
ど
り
着
い
た
先
に
は

現
代
美
術
が
地
域
の
資
産
を
活
用
し
て
作
ら
れ

て
い
る
構
図
が
あ
っ
た
か
ら
、来
て
く
れ
れ
ば
み

ん
な
絶
対
に
面
白
い
と
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

な
、と
思
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、珠
洲
の
人
を
楽
し
ま
せ
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
し
た
。
制
作
過
程
を
見
て
も
ら
っ

て
い
る
う
ち
に
、最
初
は
遠
く
か
ら
見
て
い
た
人

が
話
し
か
け
て
き
た
り
す
る
の
が
非
常
に
楽
し

い
。
芸
術
祭
で
は
、地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
自
然
発
生
的
に
作
品
の
話
や
地
元

の
自
慢
話
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
て
。
何
だ
か
皆

さ
ん
、そ
れ
が
誇
ら
し
げ
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

上図̶̶奥能登国際芸術祭 珠洲 2017 「青い舟小屋」
　　　　撮影： 鶴見哲也｜Tetsuya Tsurumi
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みらいカフェメンバーが
たくさん参加してくれたおかげで
うまくいった

朝6:30という時間は
早すぎた？

他の予定のない
6:30だから参加できた

2年半前に転勤で来た
職場と家以外の場をつくる
入り口になった

旅行と旅の違いを考えた会
旅： 主体的に自分が動いて
自然と面白いものに出会う

雑談の延長だけど
深く掘り下げられる

みんなが色々なことを
考えていると気付く

メンバー内で何度も開いた
哲学カフェが印象に残った

みんなで何かをつくりあげるところを
応援しながら一緒に楽しんでいる

色々な活動に参加していくうちに
まるびぃって面白いところだと
思った

入る前は展覧会で1回来る程度
今は週1以上のペースで
来てるかも
まるびぃに詳しくなった

みらいカフェに愛着が湧いた
なくなったら寂しい

今では生活の
一部になった まるびぃ案内が

やりたくて入った

世界がひろがった

知り合って会話していくうちに
楽しくなった

美術館に来ると知っている
誰かがいるって素敵

誰でも参加しやすい
入り口にしたかった哲学カフェで旅を

考えたときも
「まさに今旅してる」
と思った

作品ではなく人と出会う場
人に会いに美術館に
行くってすごいよね

年上の人と話せるようになった
コミュニケーション能力が
上がったかも

好きで美術館に
来ていた人ばかりではない
展覧会を見ていなくても
来る人がいる

いろんな興味の人が
集まっている

大茶会（ミーティング）で
毎月集まってみんなを
確認できている

「居場所」

宇宙みたい
膨張してる
それぞれみんな星が
ぶつかってあわさっていく

新しいことを知って
また興味が広がっていく
「学びの場」

勉強とは違う

みらいカフェは
学校というより
公民館っぽい

授業料なしの
授業・学習

「一言で言い表せない」

ひとりひとりの
みらいカフェがあって
いい まず入って

活動してみよう

ビッグバンみたい

スペース（SPACE）
場所ともつながる

「みんなのわくわくSPACE」

人と交流するわくわく
ごちゃまぜ感・ひろがり

美術館が好きな人が
集まって美術館を
もっと楽しいものにしていく

「旅」
仲間と一緒にゴールを
決めずに旅をしている
あっち行ってみよう
こっちも見よう

仕事が忙しくて
なかなか参加できない時期が
あったが、ラジオ体操をきっかけに復帰

プロではない素人が
美術館の一部を
かたちづくっている

ひとりでできなくても
みんなでできるようにしていく

メンバーの選抜をしない、
来る者拒まずの感じがいい

美術館に色々な世代の人が
集って声を出して
話し合える場がある楽しさ

「自分がこんなことできるんだ」
 に気付ける場所

美術館に勤める人
だけで考えると
形が決まってしまう  

ゆるいかかわり方でもOK
自分なりの
かかわり方でいい

他のボランティア：
やってくださいと
言われたものをやる
みらいカフェ：
好きなことができる
自分でやりたいことを
つくれる

まだ手探り
試行錯誤の段階

今までにない活動なので
最初はここがどういう場か
わからなかった

「やるべき」よりも
自分で楽しむのが
大事と気付いた

1年行くうちに
面白さがわかった
何度も通うことが
テーマ

この場に来てもらえれば
伝わるのに

受け手の楽しさとは違う
自分たちでつくる積極的な
楽しさがある

まわりのひとたちにも
伝播していく楽しさ

自分のためだけだったらできない
誰かのためがあるから頑張れる

自分たちだけでなく周りを
まきこんでハッピーにしていく

まるびぃ案内
来館者もスタッフも
ボランティアも、
みんながハッピーになれる

自己実現の場に
なっ たらいい 

わからなくても
居場所がある

広い世代が参加できるものとして
ラジオ体操を企画

は思考の流れを表しています

みらいカフェと「私」の
つながりは？

みらいカフェを
一言で表すと？

みらいカフェの
特徴って？

「いろいろなリンゴの実がなる樹」

磁石みたいな、
人を引き付ける
エネルギー

荒川

今井

大辻

小川

斉田

神保

八十嶋

参加者：

M
iraicafe？

W
hat is みらいカフェってどんなところ?

 「みらいカフェ」の
活動と魅力について
わかりやすく
伝えられないか、
みんなでテーマを
深く掘り下げる
 「哲学カフェ」の
時間に考えてみました。

031 030



阿小毛淳子
荒川由紀子
伊藤僚紀
今井攻
大塚和徳
大辻尚美
岡田優太
小野純子
小川裕生
笠井義孝
川北重信
加門綾子
川尻紗佑佳
川又遼

楠彩
五木田まきは
齊田かおり
佐藤優子
柴田実千代
神保玲子
鈴木彩可
千田直子
高岡幸子
直川泰久
俵政昭
長江健太
中戸麻由
西野加央瑠

畑中早耶香
姫野知佳
細川令子
本多瑠美
前田真季
牧嶋平
村井淑子
八十嶋努
山下書子
山田邦彦
米井麻理子
涌波理絵

 ―
スタッフ（金沢21世紀美術館）：

木村健
森絵里花（編集担当）
渡辺秀亮
片石憂衣
 ―
デザイン：

板坂晃幸／Lansdowne 

―
印刷会社：

株式会社山越
―
発行：

金沢21世紀美術館
［（公財）金沢芸術創造財団］
〒920-8509 石川県金沢市広坂1-2-1

Tel: 076-220-2800

https://www.kanazawa21.jp/

―
2018年3月発行
ISBN: 978-4-903205-72-4

みらいカフェだより #3

Newsletter of Marubi Mirai Cafe

 ―
2017年度
まるびぃ みらいカフェ
メンバー


